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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上収益 営業利益 税引前利益 四半期利益
親会社の

所有者に帰属する
四半期利益

四半期包括利益
合計額

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年12月期第３四半期 221,870 17.0 △4,180 － △6,204 － △4,616 － △4,616 － △4,347 －

2021年12月期第３四半期 189,566 △11.2 7,420 － 4,271 － 2,371 － 2,371 － 3,113 －

基本的１株当たり
四半期利益

希薄化後１株当たり
四半期利益

円 銭 円 銭

2022年12月期第３四半期 △20.29 △20.29

2021年12月期第３四半期 11.29 11.29

資産合計 資本合計
親会社の所有者に

帰属する持分
親会社所有者
帰属持分比率

百万円 百万円 百万円 ％

2022年12月期第３四半期 426,665 159,085 159,085 37.3

2021年12月期 457,993 166,161 166,161 36.3

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年12月期 － 0.00 － 12.00 12.00

2022年12月期 － 0.00 －

2022年12月期（予想） － －

（％表示は、対前期増減率）

売上収益 営業利益 税引前利益
親会社の所有者に
帰属する当期利益

基本的１株当たり
当期利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 312,000 17.9 500 △97.3 △2,000 － △2,000 － △8.79

１．2022年12月期第３四半期の連結業績（2022年１月１日～2022年９月30日）

（参考）EBITDA　　　　　　2022年12月期第３四半期　 31,271百万円（　 △27.4％）2021年12月期第３四半期 　43,067百万円（　 149.3％）
調整後EBITDA　　　2022年12月期第３四半期　 35,244百万円（　 △22.0％）2021年12月期第３四半期 　45,168百万円（　  76.8％）
調整後四半期利益　2022年12月期第３四半期　△4,616百万円（　     －％）2021年12月期第３四半期    2,490百万円（　    －％）

（注）当社は、経営上の重要な指標としてEBITDA、調整後EBITDA及び調整後四半期利益を用いております。なお、各指標につきましては後述の「※  業績予想の適切な利用に関する

説明、その他特記事項（３）～（５）」をご覧下さい。

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2022年12月期の連結業績予想（2022年１月１日～2022年12月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無

（参考）調整後当期利益　2022年12月期通期（予想）△2,000百万円（－％）



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年12月期３Ｑ 227,502,200株 2021年12月期 227,502,200株

②  期末自己株式数 2022年12月期３Ｑ 4株 2021年12月期 －株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年12月期３Ｑ 227,502,197株 2021年12月期３Ｑ 210,023,707株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規  －社  （社名  －）、除外  －社  （社名  －）

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更

①  IFRSにより要求される会計方針の変更    ：無

②  ①以外の会計方針の変更                ：無

③  会計上の見積りの変更                  ：有

（３）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（１）当社グループは、国際会計基準を適用しております。

（２）本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の

業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用に

あたっての注意事項等につきましては、添付資料５ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業

績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧下さい。

（３）EBITDA、調整後EBITDA及び調整後当期利益（調整後四半期利益）につきましては、添付資料２ページ「１．当四

半期決算に関する定性的情報（１）経営成績に関する説明」をご覧下さい。

（４）EBITDA、調整後EBITDA及び調整後当期利益（調整後四半期利益）は国際会計基準により規定された指標ではな

く、当社グループが、投資家にとって当社グループの業績を評価するために有用であると考える財務指標であり

ます。当該財務指標は、非現金収支項目や株式発行関連費用等、期限前弁済に伴う借入金償還損及び付随するヘ

ッジ関連損益並びに国際財務報告基準（以下、「IFRS」という）第９号「金融商品」（2014）適用に伴う金融負

債の条件変更に係る関連損益（会計方針変更による遡及適用に伴う影響額の再調整含む）等の非経常的な費用項

目（通常の営業活動の結果を示していると考えられない項目、あるいは競合他社に対する当社グループの業績を

適切に示さない項目）の影響を除外しております。

（５）当社グループにおけるEBITDA、調整後EBITDA及び調整後当期利益（調整後四半期利益）は、競合他社の同指標あ

るいは類似の指標とは算定方法が異なる可能性があるために、他社における指標とは比較可能でない場合があ

り、その結果、有用性が減少する可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間の我が国経済は、３月22日のまん延防止等重点措置解除以降、少しずつ回復の兆しが

見えてきました。しかし、新型コロナウイルス感染症第７波による感染者数の増加による景気の悪化に加え、想定

以上の円安の進行、ロシア・ウクライナ情勢の長期化による地政学上のリスクなどの影響による原材料費・物流

費・光熱費の価格高騰が顕著となり、厳しい経営環境が続いております。

　このような状況下での当社グループの売上動向は以下のとおりです。

１．まん延防止等重点措置解除以降の売上推移

・３月下旬以降、時短営業解除と春休みが重なりヤングファミリー層が増加

・春休み終了後は低調

・ゴールデンウィーク（４月29日から５月８日まで）は人の動きが戻り、売上が回復基調

・ゴールデンウィーク明けの売上は再び鈍化

・５月26日からのプロモーション再開により、減少していたファミリー層の来店を促進

・６月末は、観測史上最も早い梅雨明けとなったことと猛暑により売上が回復

・７月は前月販促の残存効果でファミリー層が一時回復するもコロナ第７波の影響で再び減少

・７月はコスト高騰のため主要ブランドで商品値上げを実施、客単価が上昇

・シルバーウィーク（９月17日から19日まで及び９月23日から25日まで）は台風が二つ直撃し、マイナス影響

あり

・９月中旬以降は回復

２．客層別・時間帯別・地域別・業態別売上動向

・客層別：　　ファミリー層の戻りが弱い半面、男性シニア客の戻りは相対的に強い

・時間帯別：　20時以降の回復が遅い（この状況を鑑みて、９月から一部店舗で閉店時間を最大１時間繰り上

げ）

・地域別：　　ガソリン価格高騰に伴い、自動車での移動が多い地方ロードサイド店舗が低調

・業態別：    専門店ブランドが引き続き好調（むさしの森珈琲、魚屋路、La Ohana）

　当第３四半期連結累計期間は、まん延防止等重点措置適用期間が当初想定より長引いたことや、想定外に発生し

た新型コロナウイルス感染症第７波とその長期化により、売上が計画を下回りました。まん延防止等重点措置延長

による時短協力金の追加計上が一定の利益押し上げ要因となりましたが、原材料価格や光熱費、物流費の高騰、閉

店に伴う減損損失及び給与計算に関する臨時損失計上により当第３四半期連結累計期間は営業損失となりました。

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループでは以下の基本戦略を実行しました。

(i)　各ブランドの特性に合わせたメニューラインナップの強化

(ii)　店舗QSC（クオリティ・サービス・クレンリネス）の徹底的な磨き込み

(iii)　DX投資を強力に推進

 

(i) 各ブランドの特性に合わせたメニューラインナップの強化

　外食の機会が減少しても、お客様がわざわざ足を運びたくなるような魅力的なメニューを意識しています。お客

様が求めているものをいち早くキャッチして提供するとともに、健康感、プレミアム感、ニュース性を意識したメ

ニュー開発を各ブランドで実施しております。

　ガストは30周年を迎え、集大成としてハンバーグをよりおいしくリニューアルしました。肉の配合比率の工夫、

原材料の品質向上やパティのボリュームアップなどの結果、お客様にご好評いただいています。また、外食の「価

値」の提供に努めており、例えばとんかつは１枚ずつ丁寧に手で衣をつけてから揚げるなど、さらに美味しい状態

でお客様にお召し上がりいただくことに注力しています。７月には盛夏の集客メニューとして「蒸し鶏とモッツァ

レラのトマト冷麺」や三種のかき氷を導入し、この夏の猛暑もあり、販売数は好調でした。健康を気にされるお客

様のニーズにも対応し、「ガパオライスプレート」や「彩り野菜の黒酢から揚げ膳」など、野菜をたくさん使った

商品を開発し、ご好評いただいております。

　バーミヤンでは、４月に大幅なグランドメニュー改定を実施しました。お客様からの人気が高く、注文しやすい

価格帯の商品を拡充しました。お客様に「また来店したい」と思っていただけるよう、チャーハンやラーメンなど

の定番商品も、調理工程を見直すことにより、より熱々でおいしい料理をご提供できるようにいたしました。

　夢庵では、そば及びつゆを美味しくリニューアルしました。９月に新たに導入した「くるみそば」も好評です。

カジュアル和食としてのニーズ、また、「そば・うどん」ニーズなど、様々な場面で選んでいただける日常使いブ
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ランドとしてのラインナップを強化してまいります。

　ステーキガストでは毎月29日に恒例の「肉（29）の日」商品ラインナップに６月から「サーロイン・みすじ食べ

放題」コースを追加したことで新たな顧客ニーズを掘り起こすことに成功し、９月には肉の日コースとして過去最

高の販売数を記録しました。

(ii) 店舗QSC（クオリティ・サービス・クレンリネス）の徹底的な磨き込み

　当社グループの今後の成長には、１店１店のQSC（クオリティ・サービス・クレンリネス）を格段に向上させ、

お客様の信頼と支持をいただくことが不可欠です。一人でも多くのお客様にまた来店したいと思っていただくこと

が最も重要であると考えています。

　QSC向上委員会では引き続き、担当執行役員も含めたメンバーで日々お客様相談室に寄せられる声に真摯に向き

合うとともに、いただいたご意見への対応を検討・実行し、お客様の満足度向上に向けて全社一丸となり、取り組

んでおります。また、メニュー改定の頻度を減らし、店舗従業員の習熟度を上げることで質の高い商品の安定的な

提供に取り組むとともに、マニュアルの整備や動画を活用したトレーニングの強化など、QSC改善活動を継続して

進めています。

　すかいらーくレストランツでは、覆面調査員による調査を四半期に１回実施しており、各店舗でのお客様対応の

更なる向上に活かしております。実際にお客様からいただくお褒めの言葉は増えており、2022年７月から９月まで

の月当たり平均件数は、１月から３月までと比較して約20％増加しました。

(iii) DX投資を強力に推進

　フロアサービスロボット導入店舗数は計画通りに拡大しております。ガスト、しゃぶ葉、バーミヤン、ジョナサ

ンを中心に、９月末には1,780店舗に2,468台の導入が完了しました。

　シニアの方にも使い勝手の良い仕様に変更した新しいデジタルメニューブック（テーブルオーダー端末）は、ガ

スト、バーミヤン、夢庵への導入が完了しました。幅広い層のお客様にストレスなくご利用いただきやすくなって

います。

　７月以降順次、全店のPOSレジ刷新と、一部店舗へのキャッシュレスセルフレジの導入を進めており、９月末時

点でPOSレジ刷新は820店で、キャッシュレスセルフレジは345店で導入済みです。

　以上の基本戦略に加えて実行した重点施策は以下のとおりです。

(a) プロモーション再開

(b) 店舗戦略

(c) インフレ対応策・コスト削減

(d) 商品・価格戦略

(a) プロモーション再開

　QSC向上と従業員の習熟度の向上に注力するため、ガストやバーミヤンなど主力ブランドでは、年初よりプロモ

ーションを大幅に抑制しておりました。しかし５月末からリモデル店舗の販促を含めたプロモーションを再開し、

お客様のご来店を積極的に促しております。外食から遠ざかっていたお客様を呼び戻すきっかけ作りのため、５月

26日から６週間にわたり、ブランド横断で特定の商品をお得に購入できる目玉クーポンを配信しました。６月16日

から30日まで、ガスト、バーミヤン、夢庵、ステーキガスト、グラッチェガーデンズでは計19種類のキッズメニュ

ーを99円でご提供する大型キャンペーンを実施し、新型コロナウイルスへの感染を懸念して出控え傾向が顕著であ

ったヤングファミリー層や、価格感応度が高い地方で効果が高かったと分析しております。キャンペーン終了後も

一定の客数効果は見られたものの、新型コロナウイルス感染症第７波の発生によりその後のプロモーションは抑制

いたしました。

(b) 店舗戦略

　当第３四半期連結累計期間の新規出店は８店舗、業態転換15店舗となりました。新規出店８店舗のうち、海外へ

の出店が５店舗を占めており、台湾でしゃぶ葉２店舗、藍屋と橫濱牛排（ステーキ）各１店舗、マレーシアでは３

店舗目のしゃぶ葉をオープンいたしました。

　また、リモデル（店舗改装）・リフレッシュ（店舗機能回復工事）も積極的に行っており、当第３四半期連結累

計期間では192店舗のリモデル（リフレッシュ含む）を実施しました。

(c) インフレ対応策・コスト削減

　当第３四半期連結累計期間を通して原価低減及び経費抑制に努めております。原価低減の打ち手として、メニュ

ー改定による食材の見直しや総食材数絞り込み、商品や食材のモジュール化や社内製造拡大による原価低減、配送
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ルート及び頻度の見直しによる物流費の低減などの対策を強化しております。経費抑制では省エネ機器による水道

光熱費の低減やDX推進による店舗生産性の向上、本部経費の削減などを実施しており、その削減額の一部を店舗環

境向上のための支出に充てています。また、夜間の街中の人流減少の状況を鑑み、９月からは一部店舗で閉店時間

を最大１時間繰り上げることで人件費や光熱費を削減し、利益の確保に努めています。

(d) 商品・価格戦略

　当第３四半期連結会計期間では７月に主要ブランドでの値上げを実施しました（ガスト、バーミヤン、しゃぶ

葉、ジョナサン、ステーキガスト）。ガストとバーミヤンでは値上げに加え、全国を２つの地域に分け（ガストで

は「都市型」と「その他地域」、バーミヤンでは「関東圏」と「その他地域」）、異なる価格でご提供する地域別

価格制度を導入しました。値上げと地域別価格の導入の結果、客単価は上昇し、現時点では値上げによる客数減や

低単価商品へのトレードダウンなどの現象はほとんど見られておりません。

・閉店に伴う減損損失

　当第３四半期連結累計期間において店舗固定資産に係る減損損失を28億円計上いたしました。これは主に新型コ

ロナウイルス感染拡大影響の長期化により売上が減少している、または回復が遅れている店舗を幅広く抽出し、約

100店舗が閉店の見通しとなったことによるものです。

・給与計算に関する臨時損失

　５月13日に公表の通り、従業員の給与計算を１分単位での勤務管理方式に変更いたしました。第１四半期連結会

計期間末時点では時間勤務であるアルバイトのみを対象としておりましたが、その後、正社員も対象とすることに

方針を変更しております。その結果、第２四半期連結会計期間末までに20億円の臨時損失を計上しております。

　以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上収益は2,218億70百万円（前年同期比323億４百万円増）、営業損

失は41億80百万円（前年同期営業利益74億20百万円）、税引前四半期損失は62億４百万円（前年同期税引前四半期

利益42億71百万円）、親会社の所有者に帰属する四半期損失は46億16百万円（前年同期親会社の所有者に帰属する

四半期利益23億71百万円）となりました。

　また、EBITDA（注１）は312億71百万円（前年同期比117億96百万円減）、調整後EBITDA（注２）は352億44百万

円（前年同期比99億24百万円減）、調整後四半期損失（注３）は46億16百万円（前年同期調整後四半期利益24億90

百万円）となりました。当第３四半期連結会計期間末時点での店舗数は3,069店舗（期首時点は3,098店舗）となり

ました。

（注１）EBITDA＝税引前利益（税引前四半期利益）＋支払利息＋期限前弁済に伴う借入金償還損及び付随するヘッ

ジ関連損益＋その他の金融関連費用（期限前弁済に伴う借入金償還損及び付随するヘッジ関連損益を除

く）－受取利息－その他の金融関連収益＋減価償却費及び償却費＋長期前払費用償却費＋長期前払費用

（保証金）償却費

・その他の金融関連費用は、要約四半期連結純損益計算書上はその他の費用として記載しています。

・その他の金融関連収益は、要約四半期連結純損益計算書上はその他の収益として記載しています。

（注２）調整後EBITDA＝EBITDA＋固定資産除却損＋非金融資産の減損損失－非金融資産の減損損失の戻入れ＋株式

発行関連費用等

（注３）調整後当期利益（調整後四半期利益）＝当期利益（四半期利益）＋株式発行関連費用等＋期限前弁済に伴

う借入金償還損及び付随するヘッジ関連損益＋IFRS第９号「金融商品」（2014）適用に伴う金融負債の条

件変更に係る関連損益（会計方針変更による遡及適用に伴う影響額の再調整含む）＋調整項目の税効果調

整

（注４）株式発行関連費用等とは、当社の株式発行並びに株式の上場及び売出し時に発生したアドバイザリー報酬

額等の一時的な費用であります。

（２）財政状態に関する説明

①　資産、負債及び資本の状況

　当第３四半期連結会計期間末における資産、負債及び資本の状況は以下のとおりであります。

　流動資産は422億24百万円で、主に現金及び現金同等物並びに営業債権及びその他の債権の減少により、前連結

会計年度末に比べ252億22百万円減少いたしました。非流動資産は3,844億41百万円で、主に有形固定資産の減少に

より、前連結会計年度末に比べ61億６百万円減少いたしました。

　総資産は4,266億65百万円で前連結会計年度末に比べ313億28百万円減少いたしました。

　また、流動負債は822億４百万円で、主に営業債務及びその他の債務の減少により、前連結会計年度末に比べ76
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億59百万円減少いたしました。非流動負債は1,853億76百万円で、主に長期借入金及びその他の金融負債の減少に

より、前連結会計年度末に比べ165億92百万円減少いたしました。

　負債は合計2,675億80百万円で、前連結会計年度末に比べ242億51百万円減少いたしました。

　資本は合計1,590億85百万円で、前連結会計年度末に比べ70億77百万円減少いたしました。これは主に配当金支

払による減少（27億30百万円）及び当四半期損失の計上による減少（46億16百万円）によるものであります。

②　キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ179億21百万円減少し、204

億10百万円となりました。当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次の

とおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は、325億62百万円（前年同期比120億42百万円増）となりました。これは主に、税

引前四半期損失62億４百万円（前年同期税引前四半期利益42億71百万円）を計上したこと等の資金減少要因と、営

業債権及びその他の債権の増減額が154億23百万円減少したこと、その他の流動負債の増減額が125億51百万円増加

したこと等の資金増加要因によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は、100億４百万円（前年同期比１億39百万円減）となりました。これは主に、新

店・転換・改装の店舗投資を含む有形固定資産の取得による支出が５億44百万円減少したことによるものでありま

す。なお、当社グループにおいては、投資活動による資産の増加から、現金及び現金同等物の支払が行われるまで

の期間は、通常１～２ヶ月となります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は、406億38百万円（前年同期比387億40百万円増）となりました。これは主に、短

期借入れによる収入が850億円減少したこと、短期借入金の返済による支出が910億円減少したこと、株式の発行に

よる収入が428億８百万円減少したことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当期の連結業績予想につきましては、2022年８月12日に公表しました項目は、当社グループが、投資家にとって

当社グループの業績を評価するために有用であると考える財務指標として、調整後当期利益を含んでおります。

なお、2022年８月12日に公表済の各連結業績予想数値に変更はありません。

また、業績予想は、同資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成しており、実際の業績は今後様々

な要因によって予想数値と異なる場合があります。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
（2021年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（2022年９月30日）

資産

流動資産

現金及び現金同等物 38,331 20,410

営業債権及びその他の債権 24,247 13,412

その他の金融資産 50 65

棚卸資産 3,972 5,879

その他の流動資産 846 2,457

流動資産合計 67,446 42,224

非流動資産

有形固定資産 199,468 192,977

のれん 146,001 145,092

その他の無形資産 4,179 4,711

その他の金融資産 24,038 23,031

繰延税金資産 16,314 18,214

その他の非流動資産 546 416

非流動資産合計 390,547 384,441

資産合計 457,993 426,665

２．要約四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）【要約四半期連結財政状態計算書】
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（単位：百万円）

前連結会計年度
（2021年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（2022年９月30日）

負債及び資本

負債

流動負債

短期借入金 17,810 17,822

営業債務及びその他の債務 28,347 20,108

その他の金融負債 27,620 26,665

未払法人所得税等 3,217 173

引当金 1,668 1,602

その他の流動負債 11,201 15,834

流動負債合計 89,863 82,204

非流動負債

長期借入金 104,634 92,774

その他の金融負債 81,691 77,421

引当金 14,727 14,265

その他の非流動負債 916 915

非流動負債合計 201,968 185,376

負債合計 291,831 267,580

資本

資本金 25,134 25,134

資本剰余金 77,963 75,233

自己株式 － △0

その他の資本の構成要素 301 569

利益剰余金 62,763 58,149

親会社の所有者に帰属する持分合計 166,161 159,085

資本合計 166,161 159,085

負債及び資本合計 457,993 426,665
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（単位：百万円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2021年１月１日
　至　2021年９月30日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年９月30日)

売上収益 189,566 221,870

売上原価 △57,880 △70,667

売上総利益 131,687 151,204

その他の営業収益 25,903 12,148

販売費及び一般管理費 △147,748 △161,263

その他の営業費用 △2,421 △6,269

営業利益（△損失） 7,420 △4,180

受取利息 7 6

その他の収益 3 5

支払利息 △2,249 △1,943

その他の費用 △910 △92

税引前四半期利益（△損失） 4,271 △6,204

法人所得税費用 △1,900 1,588

四半期利益（△損失） 2,371 △4,616

四半期利益（△損失）の帰属

親会社の所有者 2,371 △4,616

四半期利益（△損失） 2,371 △4,616

１株当たり四半期利益（△損失）

基本的１株当たり四半期利益（△損失）（円） 11.29 △20.29

希薄化後１株当たり四半期利益（△損失）（円） 11.29 △20.29

（２）【要約四半期連結純損益計算書】

- 8 -

　　　　　　株式会社すかいらーくホールディングス（3197）
2022年12月期　第３四半期決算短信



（単位：百万円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2021年１月１日
　至　2021年９月30日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年９月30日)

四半期利益（△損失） 2,371 △4,616

その他の包括利益

純損益に振り替えられることのない項目

その他の包括利益を通じて公正価値で測定される金

融資産
195 △362

純損益に振り替えられることのない項目合計 195 △362

純損益に振り替えられる可能性のある項目

在外営業活動体の換算差額 202 139

キャッシュ・フロー・ヘッジ 345 492

純損益に振り替えられる可能性のある項目合計 547 630

税引後その他の包括利益 742 269

四半期包括利益 3,113 △4,347

四半期包括利益の帰属

親会社の所有者 3,113 △4,347

四半期包括利益 3,113 △4,347

（３）【要約四半期連結包括利益計算書】
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（単位：百万円）

資本金 資本剰余金

その他の資本の構成要素

その他の包
括利益を通
じて公正価
値で測定さ
れる金融資
産

在外営業活
動体の換算
差額

キャッシ
ュ・フロ
ー・ヘッジ

合計

2021年１月１日 3,634 56,595 328 326 △1,163 △510

四半期利益（△損失） － － － － － －

その他の包括利益 － － 195 202 345 742

四半期包括利益合計 － － 195 202 345 742

新株の発行 21,500 21,368 － － － －

所有者による拠出及び所有者への分配

合計
21,500 21,368 － － － －

所有者との取引額等合計 21,500 21,368 － － － －

2021年９月30日 25,134 77,963 523 528 △818 232

利益剰余金
親会社の所有者に帰属す
る持分合計

資本合計

2021年１月１日 54,041 113,761 113,761

四半期利益（△損失） 2,371 2,371 2,371

その他の包括利益 － 742 742

四半期包括利益合計 2,371 3,113 3,113

新株の発行 － 42,868 42,868

所有者による拠出及び所有者への分配

合計
－ 42,868 42,868

所有者との取引額等合計 － 42,868 42,868

2021年９月30日 56,411 159,741 159,741

（４）【要約四半期連結持分変動計算書】
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（単位：百万円）

資本金 資本剰余金 自己株式

その他の資本の構成要素

その他の包括
利益を通じて
公正価値で測
定される金融
資産

在外営業活動
体の換算差額

2022年１月１日 25,134 77,963 － 432 602

四半期利益（△損失） － － － － －

その他の包括利益 － － － △362 139

四半期包括利益合計 － － － △362 139

自己株式の取得 － △0 △0 － －

配当金 － △2,730 － － －

その他の資本の構成要素から利益剰

余金への振替
－ － － △1 －

所有者による拠出及び所有者への分配

合計
－ △2,730 △0 △1 －

所有者との取引額等合計 － △2,730 △0 △1 －

2022年９月30日 25,134 75,233 △0 69 741

その他の資本の構成要素

利益剰余金
親会社の所有
者に帰属する
持分合計

資本合計キャッシュ・
フロー・ヘッ
ジ

合計

2022年１月１日 △734 301 62,763 166,161 166,161

四半期利益（△損失） － － △4,616 △4,616 △4,616

その他の包括利益 492 269 － 269 269

四半期包括利益合計 492 269 △4,616 △4,347 △4,347

自己株式の取得 － － － △0 △0

配当金 － － － △2,730 △2,730

その他の資本の構成要素から利益剰

余金への振替
－ △1 1 － －

所有者による拠出及び所有者への分配

合計
－ △1 1 △2,730 △2,730

所有者との取引額等合計 － △1 1 △2,730 △2,730

2022年９月30日 △242 569 58,149 159,085 159,085
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（単位：百万円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2021年１月１日
　至　2021年９月30日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期利益（△損失） 4,271 △6,204

調整：

減価償却費及び償却費 35,492 35,333

非金融資産の減損損失 1,799 2,755

固定資産処分損益 83 1,228

受取利息 △7 △6

その他の収益 △3 △5

支払利息 2,249 1,943

その他の費用 910 92

44,795 35,135

運転資本の増減等：

営業債権及びその他の債権の増減額（△は増加） △4,532 10,891

棚卸資産の増減額（△は増加） 1,199 △1,894

営業債務及びその他の債務の増減額（△は減少） △7,102 △7,330

その他の金融負債（流動）の増減額（△は減少） △3,333 △1,832

その他の流動負債の増減額（△は減少） △7,587 4,965

その他 △697 △778

営業活動による現金生成額 22,743 39,155

利息及び配当金の受取額 4 6

利息の支払額 △1,891 △1,629

法人所得税等の支払額 △746 △4,970

法人所得税等の還付額 410 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 20,520 32,562

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △9,493 △8,949

有形固定資産の売却による収入 3 32

無形資産の取得による支出 △734 △1,328

敷金及び保証金の差入による支出 △414 △129

敷金及び保証金の回収による収入 1,281 536

その他 △786 △166

投資活動によるキャッシュ・フロー △10,143 △10,004

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 85,000 －

短期借入金の返済による支出 △91,000 －

長期借入れによる収入 － －

長期借入金の返済による支出 △12,136 △12,142

株式の発行による収入 42,808 －

リース負債の返済による支出 △25,616 △25,671

支払配当金 △11 △2,725

借入関連手数料の支払による支出 △944 △100

その他 － △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,899 △40,638

現金及び現金同等物に係る換算差額 163 158

現金及び現金同等物の増減額 8,642 △17,921

現金及び現金同等物の期首残高 17,030 38,331

現金及び現金同等物の四半期末残高 25,671 20,410

（５）【要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
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（６）継続企業の前提に関する注記

　該当事項はありません。

（７）要約四半期連結財務諸表注記

（会計上の見積りの変更）

　当社グループは、のれんが配分された資金生成単位グループ内の事業が処分される場合、当該処分される事業に

関連するのれんの金額の計算は、処分される事業と存続する資金生成単位との価値の比率に基づき行っておりま

す。ポストコロナを見据えた店舗投資方針の見直しを契機として、コロナ後の当社グループの事業の実態をより適

切に反映するため、当連結会計年度より、処分される事業に関連するのれんの金額を算定する際に用いる処分され

る事業に関連する価値の見積方法を見直し、より適切な方法に変更しております。これにより、従来の方法と比べ

て、当第３四半期連結累計期間の「その他の営業費用」が880百万円増加しております。

（表示方法の変更）

要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係

　前第３四半期連結累計期間において、独立掲記しておりました「投資活動によるキャッシュ・フロー」の「貸付

金の回収による収入」は、金額的重要性が乏しいため、当第３四半期連結累計期間においては「その他」に含めて

表示しております。この表示方法の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間の要約四半期連結財務諸表

の組替えを行っております。

　この結果、前第３四半期連結累計期間の要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書において、「投資活動による

キャッシュ・フロー」の「貸付金の回収による収入」に表示していた０百万円は、「その他」として組み替えてお

ります。

（セグメント情報）

　報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資

源の配分の決定及び業績を評価するために、その経営成績について定期的に検討を行う対象となっている事業セグ

メントを基礎に決定しております。事業セグメントは、他の事業セグメントとの取引を含む、収益を稼得し費用を

発生させる事業活動の構成単位であります。

　セグメントの収益及び業績につきましては、開示すべき報告セグメントが「レストラン事業」のみとなるため、

記載を省略しております。
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前第３四半期連結累計期間
（自　2021年１月１日

至　2021年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2022年１月１日

至　2022年９月30日）

親会社の普通株主に帰属する四半期利益（△損失）

（百万円）
2,371 △4,616

親会社の普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

基本的１株当たり四半期利益の計算に使用する

普通株主に係る四半期利益（△損失）（百万円）
2,371 △4,616

四半期利益調整額（百万円） － －

希薄化後１株当たり四半期利益の計算に使用する

普通株主に係る四半期利益（△損失）（百万円）
2,371 △4,616

基本的期中平均普通株式数（株） 210,023,707 227,502,197

希薄化後１株当たり四半期利益の算定に用いられた

期中平均普通株式数（株）
210,023,707 227,502,197

基本的１株当たり四半期利益（△損失）（円） 11.29 △20.29

希薄化後１株当たり四半期利益（△損失）（円） 11.29 △20.29

（１株当たり情報）

（注）希薄化後１株当たり四半期利益（△損失）につきましては、潜在的普通株式が存在しないため、基本的１株当たり

四半期利益（△損失）と同額であります。

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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